
過
剰
肥
大
し
に
く
く
、
耐
寒
性
、
晩ば

ん

抽ち
ゅ
う

性
に
す
ぐ
れ

黒く
ろ

腐ぐ
さ
れ

病
に
強
い
良
質
系
中
生
種
！

New

　
キ
ャ
ベ
ツ
の
播
種
〜
定
植
〜
外
葉
発
育
期

に
当
た
る
８
〜
11
月
の
直
近
５
年
間
の
平
均

気
温
が
、
30
年
前
と
比
較
し
約
１
・
２
℃
上

昇
し
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
も
あ
る
と
い
い

ま
す
。
気
候
変
動
に
よ
る
温
度
上
昇
が
影
響

し
、
外
葉
が
過
剰
に
生
育
し
や
す
く
な
っ
た

こ
と
で
、
特
に
青
果
用
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
出
荷

を
主
と
す
る
良
質
系
キ
ャ
ベ
ツ
の
過
剰
肥
大

に
よ
る
大
玉
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
近
年
気
温
の
底
と
な
る
時
期
の
平
均

気
温
は
、
30
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
か
下
回
る
傾

向
に
あ
る
た
め
、
年
内
に
や
わ
ら
か
く
仕
上

が
っ
た
葉
が
寒
さ
傷
み
を
起
こ
し
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
春
先
の
急
激
な
気
温
上
昇
に
よ
る

抽
苔
で
球
色
の
色
褪
せ
な
ど
の
品
質
低
下
が

起
き
、
さ
ら
に
播
種
時
期
が
遅
く
発
病
の
リ

ス
ク
が
低
か
っ
た
良
質
系
キ
ャ
ベ
ツ
で
も
、

温
暖
化
と
長
年
の
連
作
に
よ
り
年
内
ど
り
を

中
心
に
黒く

ろ

腐ぐ
さ
れ

病
の
発
生
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
過
剰
肥
大
し
に

く
く
箱
詰
め
し
や
す
い
」「
葉
肉
が
厚
く
耐
寒

性
に
す
ぐ
れ
る
」「
３
月
ど
り
で
も
品
質
低
下

し
な
い
晩
抽
性
を
有
す
る
」「
黒
腐
病
に
耐
病

性
を
有
す
る
」
特
性
を
も
ち
合
わ
せ
た
良
質

系
キ
ャ
ベ
ツ
を
目
標
に
育
成
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
太
平
洋
沿
岸
の
複
数
の
秋
冬

キ
ャ
ベ
ツ
産
地
で
の
数
年
間
の
試
作
結
果
か

ら
、
目
標
と
し
た
品
種
特
性
が
産
地
に
貢
献

で
き
る
と
判
断
し
、
こ
の
た
び「
結
岬
」と
し

て
新
発
表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

タ
キ
イ
研
究
農
場
　
城し

ろ

田た

良よ
し

裕ひ
ろ

暖

　地

中
間
地

「
結ゆ

い

岬み
さ
き

」

キャベツ

ポイント
過剰肥大しにくい

耐寒性、晩抽性に
すぐれる

複合耐病性
（黒腐病、萎

い

黄
おう

病）
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従
来
の「
岬
」シ
リ
ー
ズ
に
比
べ
、
草
勢
は

お
と
な
し
い
品
種
で
す
。
定
植
後
の
活
着
〜

外
葉
生
育
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
目
的
で
適

切
な
元
肥
の
施
用
、
潅
水
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
追
肥
も
早
め
に
行
い
、
生
育
後
半
ま
で

安
定
し
た
肥
効
を
保
ち
ま
す
。

　
砂
質
土
壌
な
ど
肥
効
の
抜
け
や
す
い
圃ほ

場

で
は
１
回
当
た
り
の
追
肥
量
を
減
ら
し
、
そ

の
分
回
数
を
多
く
施
用
す
る
こ
と
で
肥
効
を

維
持
し
ま
す
。

　
中
間
・
暖
地
で
も
１
〜
２
月
の
平
均
気
温

が
５
℃
を
下
回
る
よ
う
な
地
域
で
は
寒
さ
傷

み
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
遅
く
て
も
１

月
上
旬
ま
で
に
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
作

型
表
か
ら
大
き
く
外
れ
た
暖
地
の
遅
ま
き
早

春
ど
り
で
は
、
葉
数
不
足
に
よ
り
肥
大
が
鈍

る
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。
適
期
表
を
よ
く

確
認
い
た
だ
き
、
適
期
播
種
、
適
期
定
植
を

励
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
本
種
は
茎
が
短
い
た
め
特
に
菌
核
病
な
ど

腐
敗
性
病
害
の
発
生
に
注
意
し
、
生
育
初
期

か
ら
各
種
腐
敗
性
の
病
害
に
対
し
て
効
果
の

あ
る
薬
剤
の
予
防
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
本
種
は
黒
腐
病
の
耐
病
性
を
有
し
ま
す

が
、
生
育
状
況
や
菌
密
度
の
高
い
圃
場
で
は

罹
病
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
た
め
、
べ
と

病
、
根
こ
ぶ
病
と
共
に
適
切
な
防
除
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

１
肥
培
管
理

２
適
地
、
適
期
栽
培
を
心
掛
け
る

３
病
害
の
防
除

品種特性

栽培ポイント

「結岬」栽培メモ

肥料の目安
（10ａ当たり）

Ｎ：Ｐ：Ｋ＝すべて25～30㎏
年内どり…元肥：追肥＝７:３
冬 ど り…元肥：追肥＝５:５

定植基準
（株／10ａ、

畝間、条間、株間など）

5000～6200株／10ａ

条間55～60㎝

株間27～35㎝

栽培ポイント ●黒ボク土壌など、比較的肥沃な土壌の適応性が高い。

葉が肉厚で耐寒性にすぐれる
　低水分な肉質と肉厚性で寒さ傷みし
にくいことと、良質キャベツとしての
食味のよさを両立させています。従来
の「岬」シリーズよりも耐寒性にすぐれ
ます。

複合耐病性
　キャベツの難防除病害
の一つである黒腐病に対
し、良質系品種の中では
有意な耐病性を示します。
そのため、当病害が問題
になりやすい年内どりの
作付けにも適します。ま
た、萎黄病に対しても、
耐病性をもちます。

晩抽性にすぐれる
　球内の花芽やわき芽の発生が遅いた
め、暖地の３月どりまで品質低下が起
きにくく鮮やかな濃緑色を維持します。
芯が短く可食部が多いため、加工歩ど
まりが高いことも特徴です。

玉しまりがよく、
　過剰肥大しにくい
　良質系中生種
　適期栽培では定植後90日前後
が収穫適期で、１～２月の平均
気温が５℃以上となる暖地の12
月下旬～３月中旬出荷に適しま
す。
　草勢は中位で玉しまりがよい
ため過剰肥大しにくく、青果用
のダンボール出荷に適するサイ
ズと甲高形状によくそろい、箱
詰め作業も容易です。

　肥沃地では「浜岬」、土質が重い土壌及び砂質
土壌では肥大が安定する「星岬SP」が適します。
　近年、温暖化の影響で当作型は黒腐病のリス
クが高まっております。当病害の発生が懸念さ
れる場合は、黒腐病の耐病性をもつ「結岬」の12
月どりをおすすめします。

年内どり

　温暖で品質重視の地域では「恋岬SP」「輝岬」
が適しますが、寒さ傷みが問題になる地域では
「潮岬」や「結岬」を使用します。
　「潮岬」で過剰肥大による８玉率の低下もしく
は菌核病の発生が懸念される場合は、玉しまり
がよく過剰肥大しにくい「結岬」への作付変更が
推奨されます。

１～２月どり

　晩抽性にすぐれる「春のかほりS P」が幅広く
使用されています。
　一方で、春先の急激な温度上昇で過剰肥大に
よる８玉率の低下が懸念される場合は、３月上
中旬どりで「結岬」を使用することで良品質キャ
ベツの連続出荷が期待できます。

３月どり

良質系「結岬」の
生かし方
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